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体的負担 (asingle global burden)」と呼んだ項目で，
全体として介護がどの くらい大変だと認知されている
かを， 0 :まった く負担ではない， 1 :多少負担に思
う， 2 :世間なみの負担と思う ， 3 :かなり負担だと





















3.調 査 結 果
調査用紙を127人に送付し，そのうちの77人（回収率










E 1 ( )のなかに，心配事や悩み事を聞いてくれる人はいますか
E 2 ( )のなかに，あなたに気を配った り思いやったりしてくれる人はいますか
E 3 ( )のなかに，あなたを元気づけて〈れる人はいますか
E 4 ( ）のなかに，あなたをくつろいだ気分にしてくれる人はいますか
手段的サポート
I 1 もし仮に，あなたが病気で数日間寝込んだ時に， （ ）のなかに，看病や世話をしてくれる人はいますか
I 2 もし仮に，あなたが病気で 1ヵ月〈らい寝込んだ時に， （ ）のなかに，看病や世話をしてくれる人はいますか
I 3 もし仮に， まとま ったお金が必要にな った時に， （ ）のなかに，貸して〈れる人はいますか
I 4 ( )のなかに，留守の時やちょっとした用事を頼める人はいますか
ネガティブサポート
N 1 ( )のなかに，あなたをいらいらさせたり怒らせる人はいますか
N 2 ( ）のなかに，あなたに文句や小言を言う人はいますか
N 3 ( ）のなかに，あなたの世話をやきすぎたり余計なお世話をする人はいますか
N 4 ( )のなかに，あなたに面倒をかける人はいますか
注 1: ( )内には，① (ご主人） （奥様）以外の同居のご家族，②別居の子供またはご親戚，③友人 ・知人 ・近隣の人など，の 3主体を入れ
て質問を繰返す
注 2:手段的サポートの 11, 12, 13については，実際に経験がある場合にはその経験に基づいて答えてもらう
注 3:実際の調査では項 目の順序 を入替えて質問する
出典 ：野口裕二 (1991)「高齢者のソー シャルサポート ：その概念と測定J杜会老年学34
在宅痴呆高齢者の介護者のソーシャル ・サボート

























表 3 介護者の属性と介護負担感のかかわり（人） n=68 
介護者が感じている負担感
全く負担でない 多少負担に思う 世間並みの負担と思う かなり負担だと思う 非常に大きな負担である 計
性別 男
゜ ゜女 ゜
9 (16 4%) 
介護者の年齢 65歳未満
゜
8 (22 2%) 
65-75歳未満
゜
1 (5 9%) 
75歳以上







2 (14 3%) 
85-95歳未満
゜
7 (18 4%) 
95歳以上
゜ ゜介護期間 1年未満 ゜ ゜1年～ 5年未満 ゜
4 (16 0%) 
5年～10年未満
゜









2 (16 7%) 
4 
゜
2 (9 1%) 
5 
゜
4 (21 1%) 
計
゜






5 (38 5%) 5 (38.5%) 3 (23.1%) 13 (100%) 
14 (25 5%) 20 (36.4%) 12 (21.8%) 55 (100%) 
9 (25.0%) 12 (33 3%) 7 (19 4%) 36 (100%) 
8 (47 1%) 6 (35 3%) 2 (11 8%) 17 (100%) 
2 (13 3%) 7 (46 7%) 6 (40 0%) 15 (100%) 
5 (22 7%) 9 (40 9%) 5 (22 7%) 22 (100%) 
14 (30 4%) 16 (34. 8%) 10 (21 7%) 46 (100%) 
4 (57 1%) 1 (14.3%) 2 (28.6%) 7 (100%) 
2 (14 3%) 6 (42.9%) 4 (28 6%) 14 (100%) 
10 (26.3%) 15 (39.5%) 6 (15 8%) 38 (100%) 
3 (33.3%) 3 (33 3%) 3 (33.3%) 9 (100%) 
゜
2 (66 7%) 1 (33.3%) 3 (100%) 
10 (40.0%) 6 (24 0%) 5 (20.0%) 25 (100%) 
6 (20 0%) 13 (43 3%) 8 (26 7%) 30 (100%) 
3 (30 0%) 4 (40 0%) 1 (10 0%) 10 (100%) 
゜ ゜
1 (50 0%) 2 (100%) 
6 (46 1%) 5 (38.5%) 2 (15 4%) 13 (100%) 
7 (58.3%) 2 (16.7%) 1 (8 3%) 12 (100%) 
3 (13 6%) 14 (63.6%) 3 (13 6%) 22 (100%) 
3 (15.8%) 4 (21.1%) 8 (42.1%) 19 (100%) 
19 (27. 9%) 25 (36 8%) 15 (22 1%) 68 (100%) 
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は表 4のとおりである．
表 4 情緒的サポート源となる人の有無と 続柄（複数回答） n=68 
あり 無し 無回答
家族・親戚友人専門家
性別 男 4 1 4 1 3 
女 39 16 18 
゜
2 
介護者の年齢 65歳未満 24 12 12 
゜
2 
65~75歳未満 12 4 4 
゜゜75歳以上 7 1 6 1 3 







担であると思う人が 6人 (14%) であった．家族・親
戚が清緒的サポート源となっていない介護者20人中，
多少負担に思う人は 3人(15%），世間なみの負担と思

























































者43人中， E 1に「はい」と 回答した人が36人 (84%),
E2は36人 (84%), E 3は34人 (79%）およびE4は
25人 (58%)であった．否定的なサポートについては，
Nlに「はい」と回答した人が 1人 (2%), N3が 1
人 (2%）であった．反対に家族 ・親戚が情緒的サポ
ート源となっていない介護者20人中， Elに「はい」
と回答した人は16人 (80%), E2は19人 (95%),E 
3は18人 (90%)およびE4は15人 (75%）であった．
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図 2 介護者によって認知された情緒的サポート n =68 
否定的なサポートについては， N lに「はい」と回答
した人が 2人 (10%),N4が 1人 (5%）であ った．
友人から励まされたり慰められるという介護者17人




とな っていない介護者46人中， E 1に 「はい」と回答
した人が37人 (80%),E2は38人 (83%),E 3は36
人 (78%）およびE4は29人 (63%）であ った．否定
的なサポートについては， N lに「はい」 と回答した
人が 3人 (7%),N3は 1人 (2%）およびN4が 1
人 (2%) であった．
専門家から励まされたり慰められるという介護者22
人中， E 1に「はい」と回答した人が18人 (82%),E 
2は20人 (91%), E 3は17人 (77%）およびE4は15
人 (68%）であ った．否定的なサポートについては，
N lに「はい」と回答した人が 1人 (5%)であ った．
反対に専門家が情緒的サポート源になっていない介護
者41人中， E 1に「はい」と回答した人が34人 (83%),
E2は35人 (85%),E3は35人 (85%)およびE4は
25人 (61%)であった．否定的なサポートについては，
N lに「はい」と回答した人が 2人 (5%),N3は 1








家族 ・親戚からのサポートあり し＿＿＿＿＿ 「――L n=43 
＇ l 
家族・親戚からのサポートなし 」 I n=20 
＇ l 
友人からのサポート あり I J I n;17 
＇ 
友人からのサボートなし 1 1 ＇ I n=46 
＇ I 
専門家からのサポートあり I 1 I n=22 
l 
専門家からのサボートなし 1 i I n=41 
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図 3 介護者の情緒的サポート 源別にみた情緒的サボート の認知
楽にな った n =43 
楽になっていない
n =19 
0 10 20 30 40 50 60 件






友人13人 (30%）および専門家14人 (33%）であ った
（複数回答）．楽にならなかった群では情緒的サポート
源についての質問に回答した19人のうち，家族15人(79
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